
comes into his mind. 

if you want to live happily ever 

after, you must abandon me first

Ladies and gentlemen, if you want 
to live happily ever after, you must 
abandon me first. Throw ‘I’ away  
and move with a sacrificial spirit. 
Only when you throw me away, 
the God of joy becomes me and 
experiences a wonderful experience 
of grace. When I am gone, the vacant 
place is occupied by God, delight and 
joy overflows, looking at this man, I 
am happy, seeing that man, he looks 
like an angel, and looking at this 
man, he looks beautiful like a flower, 
...

Therefore, in God’s heart, the other 
man is seen as an angel, a God. If one 
has the mind of ‘I’, that is, if one has 
‘I(我相),they cannot see his opponent 
as God no matter how much they 
try to look like God. Devil sees 
everybody as a thief in any way. The 
reason that looking at this person, he 
is seen as a thief, looking at that man, 
he is seen as a thief is because he is 
a thief and he is an imposter. As one 
is Satan, everybody looks like Satan. 
However, if one has the heart of God, 
everybody is seen as God. Whoever 
is seen as a precious existence. 
Therefore, even if you say a word, it 
is to be careful. As everybody is as 
precious as God, so no one can be 
treated recklessly.*

Translation: Angela Kim

(This man refers to the Victor Christ 
of  the Victory Altar.)

Everyone wants happiness and 
pursues pleasure. The value one seeks 
is happiness. If a person is not happy, 
they will be sick. If a person is not 
happy, there will be pain in their lives. 
As people are not happy, they are 
supposed to die. Some people set the 
standard of happiness in a man-and-
woman meeting.

When looking at the footprints taken 
by seniors of our lives, many people 
thought there was happiness in love 
between men and women.

The Absence of Happiness comes 

from the Wrong Value. 

But the love between men and 
women gives a moment happiness, 
leaves only painful  scars ,  and 
disappears. That’s why love between 
men and women cannot be beyond 
desire. As love between men and 
women does not lead to happiness, 
one tries to earn money because of 
thinking there is happiness in a pile of 
materials, but there is also no happiness 
in materials. Likewise, trying to seize 
power for the sake of happiness, but 
there is no happiness there either. Why 
have we failed so many times to this 
day? That’s because the value standard 

is set incorrectly. That is, because 
one has the wrong philosophy of 
life. There seem to be a lot of great 
philosophies in the world, but no one 
in the world actually has a whole 
philosophy. If only one person had 
come up with a whole philosophy, 
the world would have been changed. 
Philosophy says how you set up 
your life’s aim and ideology, until 
today, no one has set the purpose and 
ideology of life right. So there was no 
whole philosophy. 

The reason that life’s purpose and 
ideology had to be set wrong today 
is because the spirit of Satan was the 
controlling spirit of all humans, but 
they do not know the fact. 

 As the spirit of Satan thinks of only 
the Satan’s thought, the awareness 
of ’I’, can not escape the frame of 
the desire that the awareness of ‘I’ 
gives. As the spirit of Satan thinks of 
only the Satan’s thought, one can not 
get out of the desire of ‘I’, they have 
no choice but to suggest a limited 
philosophy. This person points out 
a huge fact that awareness spirit of 
humans is Satan. 

Due to the awareness of ‘I’, 
humans face miseries, their blood 

decays, they become old, and they 
die. As‘I’ can not avoid the category 
of awareness of ‘I’, I cannot but 
have a narrow philosophy that has 
limitations. Originally the spirit of 
human was the spirit of God, and at 
that time, a man (God) lived in the 
Garden of Eden.

 In those days, unhappiness was not 
found, but joy, delight and eternity 
existed. The evidence This man is 
telling the truth remains in people.

When one throws ‘I’ away, they 

can experience a great grace of 

God.

That’s conscience. The controlling 
spirit of original human being was 
the spirit of God. The spirit of God 
is the spirit of life, which can bring 
happiness. Man is still alive by the 
power of his conscience, the Spirit 
of God. Today, if one asks scientists 
who are admitted as intellectuals, 

which was the original controlling 
spirit of God. As God is the spirit 
of life, it is our human purpose and 
ideology to fight the spirit of Satan 
that kills our lives, defeat it and be 
reborn as God.

God, the ancestor of humans, does 
not want his children to die after all 
the trouble they have. God wants 
his children to live happily forever. 
Therefore, God teaches us the way 
of eternal life. In order for humans to 
live forever, humans life should be 
happy. You can’t live forever if you 
have a bit of pain in your mind. In 
order to live eternal life, there is no 
shade in one’s heart. You can enjoy 
eternal life only if delight overflows 
from your heart. But if the joy is 
for a moment and it disappears in a 
moment, eternal life is impossible. 
You should be always pleasant 
and happy. That happiness is just 
immortality, eternal life is happiness. 
God is the spirit of delight. When 
one knows God, their hearts is filled 
with happiness, which overflows 
from their hearts. It is the joy of 
conscience and the joy of conscience 
is unchanging joy. 

But the pleasure from my selfish 
mind will cool down after a while. 
I may have a moment’s pleasure 
satisfying my desires, the next 
moment, in front of a greater desire, 
the joy is gone. When the awareness 
of ‘I’ moves, the spirit of God leaves. 
The man who God leaves from is 
very blue, his body is heavy, and pain 

‘why are you living?’, they can’t give 
a proper answer. Because they did not 
know the root of life. Their answer is, 
‘I don’t know why I live, I just live.’ 
Then, their studies are not scientific 
either.

 The aim of science is the pursuit 
of truth, truth exist in an unchanging 
life, as science does not know why 
people live, why they die, and how 
they do not die, it cannot be science. 
Therefore, only when a true science 
appears, it can discuss why people 
are living, why they die, and what 
is the secret to live happily without 
dying. If you are asked today what 
you are living for, what would you 
say? 

To this question, This man says 
that ‘man lives to be God’ and ‘lives 
to restore the spirit of God, which is 
the home of man’. It is the purpose of 
our lives to restore the spirit of God, 
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The Aim of Humans‘ Life is to become a God

私たちの人生の目標は‘神様になること’です

幸福の不在は誤った価値基準
から始まる

神様の霊は生命の霊であるから、 我
々の生命を殺す魔鬼の霊と戦って魔鬼
に勝ち、 神に生まれ変わる事がまさに
我々の生の目標なのです。  幸せの不在
は誤った価値基準から始まったことで
あり、  人は誰でも幸福を望んで喜びを
追求します。 人が追求する価値は‘幸福’
と端的に話すことが出来ます。 人は幸
せでなければ病気になるようになって
いて、 人が幸せでなければ苦痛と悩み
が生じるようになっています。  不幸な
ので人は結局死ぬことになるのです。  

ある人は幸福の基準を男女の出会い
に置きました。 私たちの人生の先輩た
ちが歩いてきた足跡を調べる時、 男女
の間の愛に幸福の重要なポイントがあ
ることを多くの人々は考えてきまし
た。 

しかし、  男女の間の愛は刹那的な幸
福を与えるだけで痛い傷と苦しさだけ
を残して消えて行きます。 それは男女
の間の愛が欲望の理念を抜け出すこと
ができないからなのです。 

男女の間の愛には幸福が成り立たな
いので、 物質だけあれば幸せでないだ
ろうかと思い、  物質を積んでおいたと
ころに幸福があるものと思い、  熱心に

お金をかせいでみるが、  そちらにもや
はり幸福がないことです。 同じように
権力を握れば幸福を享受出来るだろう
かと思い権力をにぎってみたが、  やは
りそこにも幸福がなかったのです。 

今日まで、  私たちの人類はなぜこの
ような失敗を繰り返したのでしょう
か?  それは、  価値基準が間違って設定
されているためです。 すなわち誤った
人生哲学をもっているからです。 この
世の中には立派な哲学がたくさんある
ように思えるが、  実際にはこの世の中
には完全な哲学を持った人は一人もい
なかったのです。 もし、  たった一人で
も完全な哲学を持ち得たら世の中は変
わるようになっていました。 この世自
体が完全な世の中に変わることになっ
ていました。 

哲学というのは生の目的と理念をど
のように設定するものかをいうもの
で、  今日まで生の目的と理念を正しく
設定した人がいなかったのです。 だか
ら完全な哲学が登場することはできな
かったのです。 今日、  なぜ生の目的と
理念が間違って設定されるほかはなか
ったかと言えば、  すべての人間の主体
霊が魔鬼の霊だったため、  人びとがそ
のような事実を知ることができなかっ
たからです。 魔鬼の霊は魔鬼の考えし

かできないので、 ‘ 私という主体意識’
の欲望の枠組みから抜け出すことは
できなかったので、  限界がある哲学を
繰り広げることしか出来なかったので
す。 

私は人間の主体霊が魔鬼の霊である
というすごい事を指摘しています。  ‘私
という主体霊’に よって不幸がきて、  
苦痛がきて、 血が腐って、  老いと死が
くるのです。 私は‘私という意識’の範囲
を抜け出すことができなく、  限界があ
る狭苦しい哲学を持つしか出来ないの
です。 

本来の人の主体霊は神様の霊であっ
たし、  その時は人びとは＇エデンの園
＇に住んでいました。 その時は、  不幸
というのは探すことはできず、  喜びと
永生だけが存在しました。 私の言葉が
事実であることは、  人々の中にその証
拠が残っていることで確認することが
できます。  良心が即ちその証しです。 

もともと人はこの良心が主体霊だ
ったし、 この良心が即ち神様の霊でし
た。 神様の霊こそ生命の霊で、  幸福を
持ってくることができる霊です。 今も
人は神様の霊にあたる良心の力で生命
力を持続しているのです。 今日、 ｀知
識人だといわれる科学者に‘ 人がなぜ
生きるか’ と尋ねれば、 彼らは正しく
返事ができないのです。 

生命の根本に対して知ら事ができな
いからです。 ‘なぜ生きているのか知ら
ない。 ただ、 生きているだけのことだ。 
’ということが彼らの返事です。 それな
ら彼らの学問もまた、 学問ということ

ができないのです。 学問というものは
真理追求がその目的で、 真理は変わら
ない生命の中に存在するが、 草木がど
うしていきるのかを知らず、 なぜ死ぬ
のかと死なないようにする方法を知ら
ないから、 学問ということはできない
のです。 

だから今日、 真の学問が出てきてこ
そ人がなぜ生きて、 なぜ死んで、 人が
死なずに幸せに暮らす秘訣は何だろう
かと論じるようになっているのです。  

今日、 皆さんに何のために生きてい
るかと質問をすれば何と答えますか。 
私はこれに対し ‘人間は神様になるた
めに生きる‘  ’人間の故郷になる神様の
霊を回復するために生きる‘ と話しま
す。 

私を捨てる時に驚くほどの恩
恵を体験をする

本来、 私たちの人間の主体霊であっ
た神様の霊を回復することが私たち
の人生の目的です。 神様の霊は生命の
霊なので、 私たちの生命を殺す魔鬼の
霊と戦って魔鬼に勝ち、 神様に新しく
よみ変えることが私たちの人間の目的
で、 理念なのです。 

私たちの先祖になられる神様は、 そ
の子供があらゆる苦労の末に結局は死
んでしまうのを望まないです。 永遠無
窮に幸福を享受して生きることを望ま
れるのです。 だから、 神様は私たちに
永生の道を教えて下さるのです。  

人間が永遠無窮に生きるためには、 
その人生が幸せでなければならないで

す。 その心に少しでも苦しいことがあ
れば、 心に陰があれば永生することが
できないのです。 永生するにはその胸
中に陰があってはならないのです。 そ
の胸中に喜びが満ち溢れてこそ永生を
享受することができます。  

しかし、 その喜びが少しの間だけう
れしくて、 ある瞬間消えてしまえば永
生は不可能です。 常にうれしくて、 常
に楽しくて、 常に幸せでなければなら
ないことで、 その喜びが冷めしまえ
ば、 かれは死ぬしかないのです。 故に、 
その喜びが即ち永生で、 永生が即ち喜
びです。 

ハナ二厶の神さまは喜びの神さまで
す。 ハナ二厶の神様を知るようになる
時に言い切れぬ喜びが満ち溢れます。 
それが良心の喜びで、 良心の喜びは変
わらない喜びです。 

しかし、 私が好きな喜びはしばらく
後には冷めてしまいます。 私という意
識が欲を満たす時にはしばらく少しの
間の快楽があるかも知れないが、 次の
瞬間もっと大きいな欲望の前にその喜
びは消えてしまうのです。 ‘私という主
体霊’が作用する時、 ハナ二厶の神は離
れてしまうのです。  

ハナ二厶の神が離れた者はなんとも
言いきれぬほど憂鬱で、 体が重く、 な
んとも言い着れぬほど心に辛さが染み
込むのです。 

幸せに暮らすことを望むなら
私を捨てるべきです

皆さん、 うれしくて幸せに暮らすこ

とを望むならば、 先に私を捨てるべき
です。 私というものを惜しみなく投げ
てしまい、 犠牲的な精神を持って動い
てみてください。 私というものを投げ
てしまう時にはじめて喜びの神である
ハナ二厶の神様が私になって驚くべき
の恩恵の体験をするのです。 

私がなくなって、 その席をハナ二厶
の神様が占領なさるので、 喜びと楽し
みだけがあふれ出るから、 この人を見
ても楽しく、 あの人を見ても楽しく、 
あの人を見ても天使のようで、 この人
を見ても花のように美しくて可愛いの
です。 

だから、 私の心が天使の心で、 神様
の心になって相手の方も天使の姿、 神
様の姿に見られるのです。 

私という摩鬼の心、 すなわち、 我相
を持っていながらいくら相手の方を神
様のように見ようとしても、 見る事で
きないのです。 摩鬼は誰を見ても泥棒
のように見えるのです。 この人を見て
も泥棒、 あの人を見ても泥棒のように
見えるのは、 自分が泥棒であって自分
が即ち、 詐欺師であるからです。 自分
が摩鬼のなので誰でも摩鬼のように見
えるのです。 

しかし神様の心を抱けば誰をも神様
のように見えるのです。 誰を見ても尊
い存在と見えます。 だから、 言葉、 一言
を話しても用心深くいうのです。 神様
のように尊い存在であるから誰をもむ
やみに接する事ができないのです。 *  

飜譯 尹金玉 勝師

監修 藤田多恵子 勝師

If one wants to be happy, they should throw ‘I’ away first. 
Throw ‘I’ away and move with a sacrificial spirit. Only when 
one throws myself away and the God of joy becomes me, they 
experience a wonderful grace of God.

うれしくて幸せに暮らすことを望むのなら、先に私とい
うものを捨てなければならないのです。私を惜しまなく
投げてしまい、犠牲的な精神を持って動いてみてくださ
い。私自身を投げてしまう時はじめて喜びの神であるハ
ナ二厶の神様が私になって驚くべき恩恵の体験をするの
です


